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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 
本製品の保証期間は、ご購入日より 1 ヶ年とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 
 
保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除外させていただきます。 
 

 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
 故障の原因が納入者以外の事由による場合 
 外装部品の損傷 
 自然劣化・消耗部品 
 需要者側で改造・修理を行った場合 
 天災地変による場合 

 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害はご容赦いただき

ます。 
 
「修理」 
 
修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「電波障害自主規制について」 
 
本装置は米国通信規制「FCC 第 15 条補足 J」による計算機器制約条件に適合しております。商業環境での使用に

おいて妥当な保護措置がなされています。しかし、住宅地域でのご使用は妨害（ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどの受信障害）が起こ

ることがあります。 
 
「その他」 
 
● 納入品の価格には、ｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
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安全上の注意 
 ご使用の前に本書をお読みになり、正しく安全にご使用ください。 
 本書は、いつでも見られる場所に大切に保管してください。 
 

  
使用上の注意 

 ﾚｰｻﾞ照射窓を覗いたり、ﾚｰｻﾞﾋﾞｰﾑを直視することは絶対にしないでください。 
 分解・改造しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 ｶﾞｽ・火薬など可燃性物質が発生する場所での使用はしないでください。破裂・発火・火災の原因となります。 
 衝撃を与えたり、落としたり、本機の上に物を置いたりしないでください。 
 小児の手の届くところに置いたり、使用させないでください。 
 雨や水などがかかる場所で使用しないでください。 
 ｽﾄﾗｯﾌﾟを持って振り回したりしないでください。破損やけがの原因となります。 
 炎天下の車内や冷凍庫など高温・低温になる場所には放置しないでください。 
 湿度の高い場所や誇りの多い場所には放置しないでください。 
 使用温度範囲内で使用してください。 
 静電気の起こりやすい場所やﾃﾚﾋﾞなどの磁気を発生する機器のそばには置かないでください。 
 安定しない場所に放置、保管しないでください。 
 低温の場所から高温の場所へ移動すると、結露が発生する恐れがあります。結露が発生した場合は、水滴が完

全に蒸発するまで、本機をしようしないでください。 
 本機のｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、柔らかい布で軽くからぶきするか、中性洗剤に浸した柔らかい布をよく絞ってから軽く拭

いてください。 
 
充電池および充電器・充電に関する注意（前項目に加え、下記の事項に注意ください） 
 付属の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外は、絶対に使用しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 異物を入れないでください。ｼｮｰﾄや発熱により、火災・感電の恐れがあります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞを引っ張ったり、ねじったり、負荷をかけたり、加工したりしないでください。火災・感

電の原因となります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞが傷んだ場合は、すぐに新しいものと交換してください。火災・感電の原因となります。 
 濡れた手で電源の抜き差しを行わないでください。感電の原因となります。 
 充電は、必ず 0~40℃の温度範囲で行ってください。 
 指定以外の充電池を使用しないでください。 
 充電池は、ﾃﾞﾊﾞｲｽから取り外し、金属などがない 0~40℃の温度範囲の場所に保管してください。 
 充電池を充電しても動作時間が短い場合は、充電池の寿命です。新しい充電池をお求めください。 
 ご不要になった充電池を廃棄する場合は、各自治体の条例に従い、正しく処理してください。 
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1. はじめに 
この度は、弊社ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ(以下、ﾘｰﾀﾞ)をお買い上げいただきありがとうございます。 
本書は、ﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行うために用意された別冊ｶﾞｲﾄﾞです。基本的な導入方法に関しては、製品に同梱され

ている導入ｶﾞｲﾄﾞを参照ください。 
 
本書に掲載しているｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ることで、ﾘｰﾀﾞのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽや読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行えます。

設定したﾊﾟﾗﾒｰﾀが不揮発性ﾒﾓﾘに保存されるため、電源をｵﾌにして設定が消えることはありません。 
 

1.2. 梱包内容の確認 
梱包内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破損品がありましたら、お買い上げの販売店ま

でご連絡ください。 
 

 ﾘｰﾀﾞ本体(電池ｷｬｯﾌﾟ付)  1 台 
 ｸﾚ-ﾄﾞﾙ    1 台 
 充電池ﾊﾟｯｸ    1 個 
 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ   1 本 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ    1 個 
 簡易取説(本書)   1 冊 

 

 
 
製品の個装箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要となります。大切に保管して

ください。 
 

1.3. ﾘｰﾀﾞの設置 
下記の手順に従って、設置を行ってください。 

 
 

 
  

③ 電池ﾊﾟｯｸを挿入します ② 電池ｷｬｯﾌﾟを取り付けます ① 電池ｷｬｯﾌﾟをﾈｼﾞで固定します 

④ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀをｸﾚｰﾄﾞﾙに接続します 
ﾎｽﾄと接続する場合は、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

ｹｰﾌﾞﾙも接続してください 

⑤ ｸﾚｰﾄﾞﾙにﾘｰﾀﾞｾｯﾄすれば充電が

行えます 
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1.4. ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
1.4.1. ﾘｰﾀﾞｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 

ｽﾃｰﾀｽ 
ﾘｰﾀﾞｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 

LED ﾋﾞｰﾌﾟ 
電源ｵﾝ 緑色点滅 1 回(同時にﾋﾞｰﾌﾟ鳴動) ﾋﾟｯﾋﾟｯﾋﾟｯ x2 ﾙｰﾌﾟ 
ﾊﾞｯﾃﾘｰ無し 赤色点滅 3 回 ﾋﾟﾋﾟﾋﾟ 
ﾊﾞｯﾃﾘｰﾛｰ 赤色点滅 1 回 ﾋﾟｯ(20 秒間隔で鳴動) 
ﾊﾞｯﾃﾘｰﾛｰ(ほとんど無し) 赤色点滅 4 回 ﾋﾟﾋﾟﾋﾟﾋﾟ(10 秒間隔で鳴動) 
ﾒﾓﾘﾌﾙ 赤色点滅 2 回 ﾋﾟｯﾋﾟｯ 
読取&送信成功 or 読取&ﾒﾓﾘ成功 緑色点滅 1 回 ﾋﾟｯ 
送信失敗 赤色点滅 2 回 ﾋﾟﾋﾟ 
設定開始(ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ) 緑色点滅 1 回(同時にﾋﾞｰﾌﾟ鳴動) ﾋﾟﾋﾟﾋﾟ 
BT 接続試行中 青色点滅 2 回/秒 無し 
BT 接続成功 青色点滅 1 回/秒 ﾋﾟﾛﾛﾛ(中音→高音) 
BT 接続中 青色点滅 1 回/秒 無し 
BT 接続切断 青色点滅 2 回 ﾋﾟﾛﾛﾛ(高音→中音) 
充電中 赤色常時点灯 無し 
充電完了 緑色常時点灯 無し 
ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ移行 無し ﾋﾟﾛﾛﾛ(高音→中音) 
ﾋﾟ=ｼｮｰﾄ高音, ﾋﾟｯ=ﾛﾝｸﾞ中音 
 
 

1.4.2. ｸﾚｰﾄﾞﾙｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 

ｽﾃｰﾀｽ 
ｸﾚｰﾄﾞﾙｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 

LED ﾋﾞｰﾌﾟ 
電源ｵﾝ 緑色点滅 1 回 無し 
送信成功 緑色点滅 1 回 無し 
BT 接続中 青色常時点灯 無し 
ﾊﾞｯﾃﾘｰﾛｰ(ほとんど無し) 赤色点滅 4 回 無し 
 
 

1.5. 工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻す 
下記のｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞと 2つｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを順番に読み取ってください。 
 
 

① ﾘｰﾀﾞｴﾝｼﾞﾝﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

② Bluetooth ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
 
 
 

③ ﾘｰﾀﾞ/ｸﾚｰﾄﾞﾙﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

 

 
  

* % + $ 0 0 0 C $ *

* % $ + / 2 *
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1.6. USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化(出荷時の設定に戻す) 
｢工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻す｣を読み取った後、上から順番に読み取ってください。 

 
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

 

106/109 日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
DATA<CR> 

※ 設定完了後、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの漢字出力 
漢字出力を行う場合は、続けて、下記を上から順番に読み取ってください。 

 
ALT ｼｰｹﾝｽ 

 
ｼﾌﾄ JIS 日本語送信 

 
 

1.7. USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化(出荷時の設定に戻す) 
｢工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻す｣を読み取った後、上から順番に読み取ってください。 

 

USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
19200/8/N/1, RTS/CTS 制御無し 
ﾃﾞｰﾀ<CR> 

※ 設定完了後、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
※ 専用ﾄﾞﾗｲﾊﾞは、弊社 WEB ﾍﾟｰｼﾞより入手可能です。 

 
 

1.8. RS232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化(出荷時の設定に戻す) 
｢工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻す｣を読み取った後、上から順番に読み取ってください。 

 

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
19200/8/N/1, RTS/CTS 制御無し 
ﾃﾞｰﾀ<CR> 

※ 設定完了後、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
 
 

1.9. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化(出荷時の設定に戻す) 
｢工場ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻す｣を読み取った後、上から順番に読み取ってください。 

 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

 

106/109 日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
DATA<CR> 

  

% 0 X O 8

% 0 Z V 9

* % 0 3 O 8 *

* % % 3 C 3 *

* % 0 0 8 8 *

* % 0 0 U 8 *

* % 0 0 U 0 *

% 0 Z V 9
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1.10. ｸﾚｰﾄﾞﾙとの Bluetooth 再ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 
何らかの原因でｸﾚｰﾄﾞﾙとのﾍﾟｱﾘﾝｸﾞが切断された場合は、下記の手順で再ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行ってください。 
 

上から順番に読み取ってください。 

 
SPP ﾏｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 

続けて、ｸﾚｰﾄﾞﾙ裏面の MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞは、緑色 LED
一回点滅とｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 3 回を鳴動します。接続が確立すると、ﾘｰﾀﾞはﾋﾟﾛﾛﾛｰとﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、青色 LED を

ｽﾛｰ点滅させ、ｸﾚｰﾄﾞﾙの LED が青色常時点灯します。接続の確立には、10 秒程度要します。 
 

MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞ例 

 
 

 
 

1.11. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
下記にｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを示します。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定有効 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定用ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを有効にします。 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定無効 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定用ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを無効にします。 

 

ﾘｰﾀﾞﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
ﾘｰﾀﾞﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝを出力します。 

 

ｸﾚｰﾄﾞﾙﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
ｸﾚｰﾄﾞﾙﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝを出力します。 

 

ﾘｰﾀﾞ MAC ｱﾄﾞﾚｽ 
ﾘｰﾀﾞ MAC ｱﾄﾞﾚｽを出力します。 

 

ｸﾚｰﾄﾞﾙ MAC ｱﾄﾞﾚｽ 
ｸﾚｰﾄﾞﾙ MAC ｱﾄﾞﾚｽを出力します。 

* % A 1 J 3 *

* % + $ 0 0 1 C 9 7 1 5 A D 2 E *

1 0 4 0 6 0 1

1 0 4 0 6 0 0

* % + $ 0 0 0 K $ *

* % + $ 0 0 0 Y $ *

* % + $ 0 0 0 2 $ *

* % + $ 0 0 1 P $ *
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2. ﾋﾞｰﾌﾟ 
2.1. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
有り ■ 

 
無し  

 
 

2.2. ﾋﾞｰﾌﾟﾄｰﾝ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
低音  

 
中音  

 
高音 ■ 

 
 

2.3. ﾋﾞｰﾌﾟ音量 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
小音量  

 
中音量  

 
大音量 ■ 

 
 

  

1 0 4 0 0 2 1

1 0 4 0 0 2 0

2 0 5 0 E 0 2

2 0 5 0 E 0 1

2 0 5 0 E 0 0

2 0 5 0 8 0 2

2 0 5 0 8 0 1

2 0 5 0 8 0 0
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2.4. ﾋﾞｰﾌﾟ長さ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
短い  

 
普通  

 
長い ■ 

 
 

  

N 0 2 7 4 0 0

N 0 2 7 4 0 1

N 0 2 7 4 0 2
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3. ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞを有効にすると、ﾘｰﾀﾞは、読み取り試行後、ﾊﾞｯﾃﾘｰ消費を抑えるため、ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞへ移行します。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ無効  

 
ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ有効 ■ 

 
 

3.1. ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ移行ﾃﾞｨﾚｲ 
読み取り試行後、ここで設定された時間が経過すると、ﾘｰﾀﾞは、ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞへ移行します。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
1 秒後 ■ 

 
5 秒後  

 
1 分後  

 
5 分後  

 
15 分後  

 
1 時間後  

 
 
  

1 0 4 0 4 5 0

1 0 4 0 4 5 1

2 0 5 1 0 1 1

2 0 5 1 0 1 5

2 0 5 1 0 2 1

2 0 5 1 0 2 5

2 0 5 1 0 2 B

2 0 5 1 0 3 1
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4. ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
4.1. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの選択 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ  

 
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(HID) ■ 

 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(*)  

 
 

4.2. USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(HID) 
4.2.1. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ言語 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ■ 

 
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ  

 
 

4.2.2. 大文字/小文字変換 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
大文字/小文字変換無し ■ 

 
大文字変換有り  

 
小文字変換有り  

 
 

  

* % 0 0 U 8 *

* % 0 X O 8 *

* % 0 0 8 8 *

* % 0 Z V 0 *

* % 0 Z V 9 *

* % 0 3 3 0 *

* % 0 3 3 1 *

* % 0 3 3 2 *
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4.2.3. CAPS ﾛｯｸ検出 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
検出無し ■ 

 
検出有り  

 
 

4.2.4. ALT ｼｰｹﾝｽ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ALT ｼｰｹﾝｽ無し ■ 

 
ALT ｼｰｹﾝｽ有り  

 
 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの漢字出力 
漢字出力を行う場合は、下記を上から順番に読み取ってください。 

ALT ｼｰｹﾝｽ有り 

  

日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

 
↓続けて下記の何れかの送信方法を読み取ってください。 

ｼﾌﾄ JIS 日本語送信 

 

UTF-8 日本語送信 

 
 

4.2.5. 数字ﾃﾞｰﾀﾃﾝｷｰ送信 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
数字ﾃﾞｰﾀﾃﾝｷｰ送信無し ■ 

 
数字ﾃﾞｰﾀﾃﾝｷｰ送信有り  

 

* % 0 X 8 0 *

* % 0 X 8 8 *

* % 0 3 O 0 *

* % 0 3 O 8 *

* % 0 3 O 8 *

* % 0 Z V 9 *

* % % 3 C 3 * * % % 3 C 7 *

* % 0 1 K 0 *

* % 0 1 K 4 *
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4.3. RS232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
4.3.1. ﾎﾞｰﾚｰﾄ 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
1200bps  

 
2400bps  

 
4800bps  

 
9600bps  

 
19200bps ■ 

 
38400bps  

 
 

4.3.2. ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
7 ﾋﾞｯﾄ  

 
8 ﾋﾞｯﾄ ■ 

 
 

4.3.3. ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
1 ﾋﾞｯﾄ ■ 

 
2 ﾋﾞｯﾄ  

 

  

* % 0 Y 7 1 *

* % 0 Y 7 2 *

* % 0 Y 7 3 *

* % 0 Y 7 7 *

* % 0 Y 7 4 *

* % 0 Y 7 5 *

* % 0 Y 8 0 *

* % 0 Y 8 8 *

* % 0 Y O 8 *

* % 0 Y O 0 *
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4.3.4. ﾊﾟﾘﾃｨ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
無し ■ 

 
偶数  

 
奇数  

 
ﾏｰｸ  

 
ｽﾍﾟｰｽ  

 
 

4.3.5. ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
RTS/CTS 無し ■ 

 
RTS/CTS 有り  

 
ACK/NAK 無し ■ 

 
ACK/NAK 有り  

 
XON/XOFF 無し ■ 

 
XON/XOFF 有り  

 
 

  

* % 0 Y N 7 *

* % 0 Y N 2 *

* % 0 Y N 3 *

* % 0 Y N 1 *

* % 0 Y N 0 *

* % 0 1 8 0 *

* % 0 1 8 8 *

* % 0 1 4 0 *

* % 0 1 4 4 *

* % 0 3 K 0 *

* % 0 3 K 4 *
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4.4. ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
0 ﾐﾘ秒 ■ 

 
5 ﾐﾘ秒  

 
10 ﾐﾘ秒  

 
25 ﾐﾘ秒  

 
50 ﾐﾘ秒  

 
100 ﾐﾘ秒  

 
200 ﾐﾘ秒  

 
300 ﾐﾘ秒  

 

  

* % 0 0 7 0 *

* % 0 0 7 1 *

* % 0 0 7 2 *

* % 0 0 7 3 *

* % 0 0 7 4 *

* % 0 0 7 5 *

* % 0 0 7 6 *

* % 0 0 7 7 *
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5. 読取ﾓｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

標準ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞを押すと、LED を点灯し、読み取りを試みます。ｺｰﾄﾞを読

み取るか、読取試行ﾀｲﾏｰで設定された時間が経過すると、読み

取りﾌｪｰｽﾞを終了します。 

■ 

 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
ｺｰﾄﾞを検出すると、自動的に LED を点灯し、読み取りを試み

ます。一定時間経過すると、LED を消灯し、待機状態に移行し

ます。 

 

 

自動照準ﾓｰﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞを持ち上げると、ｴｲﾏｰを点灯します。ﾄﾘｶﾞを押すと、ｺｰﾄﾞ

の読み取りを行います。待機状態が約 2 秒続くと、ｴｲﾏｰを消灯

します。 

 

 
 

5.1. ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞ 
ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞを有効にすると、隣接する複数のｺｰﾄﾞから１つずつｺｰﾄﾞを取り出して読み取ることができます。但し、

この機能は、読取速度を低下させる場合があり、長いｺｰﾄﾞを読み取る機能を妨げることがあります。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞを常に有効にする  

 
ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞをﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞで有効にする  

 
ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞをﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾓｰﾄﾞで有効にする  

 
ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞを常に無効にする ■ 

 
 

5.2. 連続ｺｰﾄﾞ読み取り 
連続ｺｰﾄﾞ読み取りを有効にすると、ﾄﾘｶﾞを押している間、複数のｺｰﾄﾞ読み取りが行えます。この機能を有効にする

場合、合わせて先のﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞを有効にすることをお勧めします。ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞを無効にすると、ﾘｰﾀﾞの視野内に

複数ｺｰﾄﾞが存在する場合に、誤読する可能性があります。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

連続ｺｰﾄﾞ読み取りを有効にする  

 

連続ｺｰﾄﾞ読み取りを無効にする ■ 

 

  

2 0 5 0 2 0 0

2 0 5 0 2 0 7

2 0 5 0 2 0 9

N 0 1 9 2 0 2

N 0 1 9 2 0 1

N 0 1 9 2 0 3

N 0 1 9 2 0 0

N 0 2 8 9 1

N 0 2 8 9 0
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5.2.1. ﾕﾆｰｸｺｰﾄﾞ読み取り 
連続ｺｰﾄﾞ読み取りが有効な場合に設定できるｵﾌﾟｼｮﾝです。ﾕﾆｰｸｺｰﾄﾞ読み取りを有効にすると、ﾕﾆｰｸｺｰﾄﾞ(同一ｺｰﾄﾞ

は読み取らない)のみを読み取ります。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾕﾆｰｸｺｰﾄﾞ読み取りを有効にする ■ 

 

ﾕﾆｰｸｺｰﾄﾞ読み取りを無効にする  

 
 

5.3. 読取試行ﾀｲﾏｰ 
読み取りを試行する時間を設定します。ここで設定した時間を経過しても読み取りが完了しない場合は、読み取り

ﾌｪｰｽﾞを終了します。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

読取試行ﾀｲﾏｰ 
左の開始ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて、｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

表｣から 2 桁をｽｷｬﾝします。設定範囲は、05~99 で、単位は

0.1 秒です。例えば、0.5 秒に設定したい場合は、｢読取試行

ﾀｲﾏｰ｣｢0｣｢5｣の順でｽｷｬﾝします。 

99 
(9.9 秒) 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
0 

 

1 

 
2 

 

3 

 
4 

 

5 

 
6 

 

7 

 
8 

 

9 

 
ｷｬﾝｾﾙ 

 
 

  

N 0 2 D 3 1

N 0 2 D 3 0

3 0 5 0 0 2 0 5 6 3

A 0 A 1

A 2 A 3

A 4 A 5

A 6 A 7

A 8 A 9

A -
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5.4. 同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞでの同一ｺｰﾄﾞ読み取りを防止する時間を設定します。ここで設定された時間以上、ｺｰﾄﾞが読取ｴﾘｱ

から外れない限り、同一ｺｰﾄﾞの読み取りを行いません。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ 
左の開始ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて、｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

表｣から 2 桁をｽｷｬﾝします。設定範囲は、00~99 で、単位は

0.1 秒です。例えば、0.5 秒に設定したい場合は、｢同一ｺｰﾄﾞ

読取防止ﾀｲﾏｰ｣｢0｣｢5｣の順でｽｷｬﾝします。 

04 
(0.4 秒) 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
0 

 

1 

 
2 

 

3 

 
4 

 

5 

 
6 

 

7 

 
8 

 

9 

 
ｷｬﾝｾﾙ 

 
 
 
 

3 0 5 0 1 2 0 0 6 3

A 0 A 1

A 2 A 3

A 4 A 5

A 6 A 7

A 8 A 9

A -
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6. 1D ｺｰﾄﾞ読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

全ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟの読み取りを無効にする  

 

全ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟの読み取りを有効にする  

 
 

6.1. UPC/EAN/JAN 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
UPC-A を有効にする ■ 

 
UPC-A を無効にする  

 
UPC-E を有効にする ■ 

 
UPC-E を無効にする  

 
UPC-E1 を有効にする ■ 

 
UPC-E1 を無効にする  

 
EAN/JAN-8 を有効にする ■ 

 
EAN/JAN-8 を無効にする  

 
  

N 7 0

N 7 1

1 0 0 0 0 1 1

1 0 0 0 0 1 0

1 0 0 0 0 2 1

1 0 0 0 0 2 0

1 0 0 0 1 5 1

1 0 0 0 1 5 0

1 0 0 0 0 4 1

1 0 0 0 0 4 0
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EAN/JAN/ISBN-13 を有効にする ■ 

 
EAN/JAN/ISBN-13 を無効にする  

 

Bookland EAN を有効にする 
有効にした場合は、Bookland ISBN ﾌｫｰﾏｯﾄを設定してくださ

い。また、ｱﾄﾞｵﾝ読み取りを｢ｱﾄﾞｵﾝ付のみを読み取る｣、｢ｱﾄﾞｵ

ﾝ付を自動識別する｣、｢978/979 ｱﾄﾞｵﾝﾓｰﾄﾞを有効にする｣の何

れかに設定してください。 

 

 
Bookland EAN を無効にする ■ 

 

Bookland ISBN-10 ﾌｫｰﾏｯﾄ 
10 桁の形式で、978 で始まるﾃﾞｰﾀが認識されます。979 で始

まるﾃﾞｰﾀは認識されません。 
■ 

 

Bookland ISBN-13 ﾌｫｰﾏｯﾄ 
13 桁の形式で、978 及び 979 で始まるﾃﾞｰﾀが認識されます。 

 

 

ISSN EAN を有効にする  

 

ISSN EAN を無効にする ■ 

 
ｱﾄﾞｵﾝ付のみを読み取り  

 
ｱｿｵﾝ付を無視する ■ 

 
ｱﾄﾞｵﾝ付を自動識別する  

 
378/379 ｱﾄﾞｵﾝﾓｰﾄﾞを有効にする  

 
978/979 ｱﾄﾞｵﾝﾓｰﾄﾞを有効にする  

 
  

1 0 0 0 0 3 1

1 0 0 0 0 3 0

1 0 0 0 2 3 1

1 0 0 0 2 3 0

N 0 2 4 0 0

N 0 2 4 0 1

N 0 2 6 9 1

N 0 2 6 9 0

2 0 1 0 E 0 1

2 0 1 0 E 0 0

2 0 1 0 E 0 2

2 0 1 0 E 0 4

2 0 1 0 E 0 5
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977 ｱﾄﾞｵﾝﾓｰﾄﾞを有効にする  

 
414/419/434/439 ｱﾄﾞｵﾝﾓｰﾄﾞを有効にする  

 
491 ｱﾄﾞｵﾝﾓｰﾄﾞを有効にする  

 

ｱﾄﾞｵﾝ読み取り繰り返し回数(設定範囲 2~30 回) 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 02~30 をｽｷｬﾝします。 

10 

 

ｱﾄﾞｵﾝ AIM ID ﾌｫｰﾏｯﾄ 分離 
例) 
]E<0 又は 4><ﾃﾞｰﾀ>]E<1又は 2>[ｱﾄﾞﾝﾃﾞｰﾀ] 

 

 

ｱﾄﾞｵﾝ AIM ID ﾌｫｰﾏｯﾄ 結合 
例) 
]E3<ﾃﾞｰﾀ+ｱﾄﾞﾝﾃﾞｰﾀ> 

■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ AIM ID ﾌｫｰﾏｯﾄ 分離転送 
例) 
]E<0 又は 4><ﾃﾞｰﾀ> 
]E<1 又は 2>[ｱﾄﾞﾝﾃﾞｰﾀ] 

 

 
UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを送信する ■ 

 
UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを送信しない  

 
UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを送信する ■ 

 
UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを送信しない  

 
UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを送信する ■ 

 
UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを送信しない  

 
  

2 0 1 0 E 0 7

2 0 1 0 E 0 6

2 0 1 0 E 0 8

3 0 5 1 8 2 0 2 1 E

N 0 2 A 0 0 0

N 0 2 A 0 0 1

N 0 2 A 0 0 2

1 0 2 0 0 2 1

1 0 2 0 0 2 0

1 0 2 0 0 3 1

1 0 2 0 0 3 0

1 0 2 0 1 6 1

1 0 2 0 1 6 0
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UPC-A ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ 無し  

 
UPC-A ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ ■ 

 
UPC-A ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ+ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ  

 
UPC-E ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ 無し  

 
UPC-E ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ ■ 

 
UPC-E ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ+ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ  

 
UPC-E1 ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ 無し  

 
UPC-E1 ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ ■ 

 
UPC-E1 ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ+ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ  

 
UPC-E を UPC-A に変換する  

 
UPC-E を UPC-A に変換しない  

 
UPC-E1 を UPC-A に変換する  

 
UPC-E1 を UPC-A に変換しない  

 
  

2 0 3 0 1 0 0

2 0 3 0 1 0 1

2 0 3 0 1 0 2

2 0 3 0 0 0 0

2 0 3 0 0 0 1

2 0 3 0 0 0 2

2 0 3 0 2 0 0

2 0 3 0 2 0 1

2 0 3 0 2 0 2

1 0 2 0 0 0 1

1 0 2 0 0 0 0

1 0 2 0 1 5 1

1 0 2 0 1 5 0
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EAN/JAN ｾﾞﾛ拡張を有効にする  

 
EAN/JAN ｾﾞﾛ拡張を無効にする ■ 

 
UCC ｸｰﾎﾟﾝ拡張を有効にする  

 
UCC ｸｰﾎﾟﾝ拡張を有効にしない ■ 

 

ｸｰﾎﾟﾝﾚﾎﾟｰﾄ : 旧ｸｰﾎﾟﾝﾌｫｰﾏｯﾄを有効にする 
UPC-A/GS1-128 と EAN-13/GS1 Databar を読み取ります。 

 

 

ｸｰﾎﾟﾝﾚﾎﾟｰﾄ : 新ｸｰﾎﾟﾝﾌｫｰﾏｯﾄを有効にする 
UPC-A/GS1 Databar と EAN-13/GS1 Databar を読み取り

ます。 
■ 

 

ｸｰﾎﾟﾝﾚﾎﾟｰﾄ : 自動識別ｸｰﾎﾟﾝﾌｫｰﾏｯﾄを有効にする 
新・旧ｸｰﾎﾟﾝﾌｫｰﾏｯﾄ両方を読み取ります。 

 

 

UPC 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを有効にする  

 

UPC 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを無効にする ■ 

 
  

1 0 2 0 0 1 1

1 0 2 0 0 1 0

1 0 2 0 2 4 1

1 0 2 0 2 4 0

N 0 2 D A 0 0

N 0 2 D A 0 1

N 0 2 D A 0 2

N 0 5 0 9 1

N 0 5 0 9 0
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6.2. ｺ-ﾄﾞ 128/GS1-128 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ｺｰﾄﾞ 128 を有効にする ■ 

 
ｺｰﾄﾞ 128 を無効にする  

 

ｺｰﾄﾞ 128 – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 128 – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 128 – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

 

 
ｺｰﾄﾞ 128 – 任意の読取桁数 ■ 

 
GS1-128 を有効にする ■ 

 
GS1-128 を無効にする  

 

ISBT-128 を有効にする 
ISBT-128 は、血液ﾊﾞﾝｸ業界で使用されるｺｰﾄﾞ 128 のﾊﾞﾘｴｰｼｮ

ﾝです。 
■ 

 

ISBT-128 を無効にする 
ISBT-128 は、血液ﾊﾞﾝｸ業界で使用されるｺｰﾄﾞ 128 のﾊﾞﾘｴｰｼｮ

ﾝです。 
 

 
ISBT 連結を有効にする ■ 

 
ISBT 連結を無効にする ■ 

 
ISBT 連結を自動識別にする  

 
  

1 0 0 0 1 0 1

1 0 0 0 1 0 0

F 1 0 1 0 4 0 5 0 1 3 7 0 0 1 0

F 2 0 1 0 4 0 5 0 1 3 7 0 0 1 0

F 3 0 1 0 4 0 5 0 1 3 7 0 0 1 0

F 0 0 1 0 4 0 5 0 1 3 7 0 0 1 0

1 0 4 0 3 3 1

1 0 4 0 3 3 0

1 0 0 0 3 3 1

1 0 0 0 3 3 0

N 0 2 4 1 0 1

N 0 2 4 1 0 0

N 0 2 4 1 0 2
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ISBT ﾃｰﾌﾞﾙﾁｪｯｸを有効にする 
ISBT ﾃｰﾌﾞﾙに含まれるﾍﾟｱのみを連結します。 

■ 

 

ISBT ﾃｰﾌﾞﾙﾁｪｯｸを無効にする  

 

ISBT 連結の読取繰り返し回数(02~20) 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

10 回に設定する場合は、｢1｣｢0｣をｽｷｬﾝします。 
10 

 

ｺｰﾄﾞ 128<FNC4>に従う ■ 

 

ｺｰﾄﾞ 128<FNC4>を無視する 
ｺｰﾄﾞ 128 に埋め込まれた<FNC4>を取り除く場合は、｢無視す

る｣に設定します。<FNC4>以外のﾃﾞｰﾀは、通常通り処理されま

す。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 128 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 0 
ほとんどの規格内ｺｰﾄﾞを読み取るのに十分な読取精度を確保

できます。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 128 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 1 
適切な読取速度を保ちながら、ほとんどの読み取りﾐｽを除去し

ます。 
■ 

 

ｺｰﾄﾞ 128 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 2 
ﾚﾍﾞﾙ 1 でﾐｽを除去できない場合に適用します。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 128 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 3 
ﾚﾍﾞﾙ 2 でﾐｽを除去できない場合に適用する最上位のｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞ

ﾙです。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 128 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを有効にする  

 

ｺｰﾄﾞ 128 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを無効にする ■ 

 
  

N 0 2 4 2 1

N 0 2 4 2 0

N 1 0 D F 2

N 0 4 E 6 0

N 0 4 E 6 1

N 0 2 E F 0 0

N 0 2 E F 0 1

N 0 2 E F 0 2

N 0 2 E F 0 3

N 0 4 B 8 1

N 0 4 B 8 0
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6.3. ｺ-ﾄﾞ 39 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ｺｰﾄﾞ 39 を有効にする ■ 

 
ｺｰﾄﾞ 39 を無効にする  

 

ｺｰﾄﾞ 39 – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 39 – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 39 – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

02~55 

 
ｺｰﾄﾞ 39 – 任意の読取桁数  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを無効にする ■ 

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送する  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送しない ■ 

 
ﾌﾙｱｽｷｰを有効にする  

 
ﾌﾙｱｽｷｰを無効にする ■ 

 
  

1 0 0 0 0 0 1

1 0 0 0 0 0 0

F 1 0 1 0 0 0 1 0 1 3 7 0 0 0 0 0

F 2 0 1 0 0 0 1 0 1 3 7 0 0 0 0 0

F 3 0 1 0 0 0 1 0 1 3 7 0 0 0 0 0

F 0 0 1 0 0 0 1 0 1 3 7 0 0 0 0 0

1 0 2 0 0 4 1

1 0 2 0 0 4 0

1 0 2 0 2 4 1

1 0 2 0 2 4 0

1 0 2 0 1 1 1

1 0 2 0 1 1 0
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺｰﾄﾞ 39 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 0 
ほとんどの規格内ｺｰﾄﾞを読み取るのに十分な読取精度を確保

できます。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 39 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 1 
適切な読取速度を保ちながら、ほとんどの読み取りﾐｽを除去し

ます。 
■ 

 

ｺｰﾄﾞ 39 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 2 
ﾚﾍﾞﾙ 1 でﾐｽを除去できない場合に適用します。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 39 – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 3 
ﾚﾍﾞﾙ 2 でﾐｽを除去できない場合に適用する最上位のｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞ

ﾙです。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 39 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを有効にする  

 

ｺｰﾄﾞ 39 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを無効にする ■ 

 
 

6.4. ｺ-ﾄﾞ 93 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ｺｰﾄﾞ 93 を有効にする ■ 

 
ｺｰﾄﾞ 93 を無効にする  

 

ｺｰﾄﾞ 93 – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 93 – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 93 – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

04~55 

 
ｺｰﾄﾞ 93 – 任意の読取桁数  

 
  

N 0 2 E E 0 0

N 0 2 E E 0 1

N 0 2 E E 0 2

N 0 2 E E 0 3

N 0 4 B 9 1

N 0 4 B 9 0

1 0 0 0 1 1 1

1 0 0 0 1 1 0

F 1 0 1 0 A 0 B 0 2 3 7 0 0 0 1 1

F 2 0 1 0 A 0 B 0 2 3 7 0 0 0 1 1

F 3 0 1 0 A 0 B 0 2 3 7 0 0 0 1 1

F 0 0 1 0 A 0 B 0 2 3 7 0 0 0 1 1
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6.5. ｺ-ﾄﾞ 11 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ｺｰﾄﾞ 11 を有効にする ■ 

 
ｺｰﾄﾞ 11 を無効にする  

 

ｺｰﾄﾞ 11 – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 11 – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 11 – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

04~55 

 
ｺｰﾄﾞ 11 – 任意の読取桁数  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを無効にする ■ 

 
1 つのﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする  

 
2 つのﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送する  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送しない ■ 

 
  

1 0 0 0 1 2 1

1 0 0 0 1 2 0

F 1 0 1 0 C 0 D 0 1 3 7 0 0 0 1 2

F 2 0 1 0 C 0 D 0 1 3 7 0 0 0 1 2

F 3 0 1 0 C 0 D 0 1 3 7 0 0 0 1 2

F 0 0 1 0 C 0 D 0 1 3 7 0 0 0 1 2

2 0 5 1 2 0 0

2 0 5 1 2 0 1

2 0 5 1 2 0 2

1 0 2 0 1 4 1

1 0 2 0 1 4 0
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6.6. ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5(ITF) 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ITF を有効にする ■ 

 
ITF を無効にする  

 

ITF – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
14 

 

ITF – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

ITF – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

 

 
ITF – 任意の読取桁数  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを無効にする ■ 

 
USS ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする  

 
OPCC ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送する  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送しない ■ 

 
ITF を EAN-13 に変換する  

 
ITF を EAN-13 に変換する ■ 

 
  

1 0 0 0 0 6 1

1 0 0 0 0 6 0

F 1 0 1 0 8 0 9 0 2 3 7 0 0 0 0 6

F 2 0 1 0 8 0 9 0 2 3 7 0 0 0 0 6

F 3 0 1 0 8 0 9 0 2 3 7 0 0 0 0 6

F 0 0 1 0 8 0 9 0 2 3 7 0 0 0 0 6

2 0 5 1 E 0 0

2 0 5 1 E 0 1

2 0 5 1 E 0 2

1 0 2 0 2 1 1

1 0 2 0 2 1 0

1 0 2 0 2 0 1

1 0 2 0 2 0 0
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ITF – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 0 
ほとんどの規格内ｺｰﾄﾞを読み取るのに十分な読取精度を確保

できます。 
 

 

ITF– ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 1 
適切な読取速度を保ちながら、ほとんどの読み取りﾐｽを除去し

ます。 
■ 

 

ITF – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 2 
ﾚﾍﾞﾙ 1 でﾐｽを除去できない場合に適用します。 

 

 

ITF – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 3 
ﾚﾍﾞﾙ 2 でﾐｽを除去できない場合に適用する最上位のｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞ

ﾙです。 
 

 

ITF 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを有効にする  

 

ITF 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを無効にする ■ 

 
 

6.7. ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ 2 ｵﾌﾞ 5(DTF) 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
DTF を有効にする ■ 

 
DTF を無効にする  

 

DTF – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
12 

 

DTF – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

DTF – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

 

 
DTF – 任意の読取桁数  

 
  

N 0 4 6 1 0 0

N 0 4 6 1 0 1

N 0 4 6 1 0 2

N 0 4 6 1 0 3

N 0 4 B A 1

N 0 4 B A 0

1 0 0 0 0 5 1

1 0 0 0 0 5 0

F 1 0 1 0 6 0 7 0 2 3 7 0 0 0 0 5

F 2 0 1 0 6 0 7 0 2 3 7 0 0 0 0 5

F 3 0 1 0 6 0 7 0 2 3 7 0 0 0 0 5

F 0 0 1 0 6 0 7 0 2 3 7 0 0 0 0 5
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6.8. ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
NW7 を有効にする ■ 

 
NW7 を無効にする  

 

NW7 – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
 

 

NW7 – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

NW7 – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

05~55 

 
NW7 – 任意の読取桁数  

 
CLSI 編集を有効にする  

 
CLSI 編集を無効にする ■ 

 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを転送しない  

 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを転送する ■ 

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを小文字転送する  

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを大文字転送する ■ 

 
  

1 0 0 0 0 7 1

1 0 0 0 0 7 0

F 1 0 1 0 2 0 3 0 2 3 7 0 0 0 0 7

F 2 0 1 0 2 0 3 0 2 3 7 0 0 0 0 7

F 3 0 1 0 2 0 3 0 2 3 7 0 0 0 0 7

F 0 0 1 0 2 0 3 0 2 3 7 0 0 0 0 7

1 0 2 0 0 5 1

1 0 2 0 0 5 0

1 0 2 0 0 6 1

1 0 2 0 0 6 0

N 0 3 5 7 1

N 0 3 5 7 0
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6.9. MSI 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
MSI を有効にする ■ 

 
MSI を無効にする  

 

MSI – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
 

 

MSI – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

MSI – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

04~55 

 
MSI – 任意の読取桁数  

 
1 つのﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする ■ 

 
2 つのﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする  

 
MOD11/MOD10 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを採用する  

 
MOD10/MOD10 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを採用する ■ 

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送する  

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送しない ■ 

 

MSI 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを有効にする  

 

MSI 縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを無効にする ■ 

  

1 0 0 0 1 4 1

1 0 0 0 1 4 0

F 1 0 1 0 F 1 0 0 1 3 7 0 0 0 1 4

F 2 0 1 0 F 1 0 0 1 3 7 0 0 0 1 4

F 3 0 1 0 F 1 0 0 1 3 7 0 0 0 1 4

F 0 0 1 0 F 1 0 0 1 3 7 0 0 0 1 4

1 0 2 0 1 2 0

1 0 2 0 1 2 1

1 0 2 0 2 3 0

1 0 2 0 2 3 1

1 0 2 0 1 3 1

1 0 2 0 1 3 0

N 0 5 7 0 0

N 0 5 7 0 1
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6.10. ﾏﾄﾘｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾏﾄﾘｽｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 を有効にする  

 

ﾏﾄﾘｽｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 を無効にする ■ 

 

ﾏﾄﾘｽｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 – 1 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 2 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

14 桁のみを読み取る場合は、｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝします。 
14 

 

ﾏﾄﾘｽｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 – 2 種類の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

2 桁と 14 桁のみを読み取る場合は、｢0｣｢2｣｢1｣｢4｣をｽｷｬﾝしま

す。 

 

 

ﾏﾄﾘｽｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 – 指定範囲内の読取桁数 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で 4 桁をｽｷｬﾝします。例えば、

4 桁から 14 桁の範囲を読み取る場合は、｢0｣｢4｣｢1｣｢4｣をｽｷｬ

ﾝします。 

 

 
ﾏﾄﾘｽｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 – 任意の読取桁数  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを有効にする ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを無効にする  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送する  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送しない ■ 

 
  

N 0 2 6 A 1

N 0 2 6 A 0

N 2 1 2 6 B 2 6 C 2 6 A

N 2 2 2 6 B 2 6 C 2 6 A

N 2 3 2 6 B 2 6 C 2 6 A

N 2 0 2 6 B 2 6 C 2 6 A

N 0 2 6 E 1

N 0 2 6 E 0

N 0 2 6 F 1

N 0 2 6 F 0
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6.11. GS1 Databar 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
GS1 Databar-14 を有効にする ■ 

 
GS1 Databar-14 を無効にする  

 

GS1 Databar Limited を有効にする ■ 

 
GS1 Databar Limited を無効にする  

 
GS1 Databar Expanded を有効にする ■ 

 

GS1 Databar Expanded を無効にする  

 
GS1 Databar から UPC/EAN/JAN への変換を有効にする  

 
GS1 Databar から UPC/EAN/JAN への変換を無効にする ■ 

 

GS1 Databar から UPC/EAN/JAN への変換を無効にする ■ 

 
  

1 0 0 0 3 5 1

1 0 0 0 3 5 0

1 0 0 0 3 6 1

1 0 0 0 3 6 0

1 0 0 0 3 7 1

1 0 0 0 3 7 0

1 0 2 0 3 4 1

1 0 2 0 3 4 0

1 0 2 0 3 4 0
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

GS1 Databar Limited – ﾏｰｼﾞﾝﾁｪｯｸﾚﾍﾞﾙ 1 
元の GS1 標準に適合しますが、｢9｣および｢7｣で始まる一部の

UPC ｼﾝﾎﾞﾙのｽｷｬﾝで、Databar Limited ｺｰﾄﾞの読み取りに誤

りが発生する可能性があります。 

 

 

GS1 Databar Limited – ﾏｰｼﾞﾝﾁｪｯｸﾚﾍﾞﾙ 2 
自動的にｺｰﾄﾞの危険性を検出します。一部の UPC ｼﾝﾎﾞﾙのｽｷｬﾝ

で、Databar Limited ｺｰﾄﾞの読み取りに誤りが発生する可

能性があります。 

 

 

GS1 Databar Limited – ﾏｰｼﾞﾝﾁｪｯｸﾚﾍﾞﾙ 3 
5 回の末尾ﾏｰｼﾞﾝﾁｪｯｸを必要とする新たに提案された GS1 標準

を反映しています。 
■ 

 

GS1 Databar Limited – ﾏｰｼﾞﾝﾁｪｯｸﾚﾍﾞﾙ 4 
GS1 規格よりも厳しい条件での読み取りを行い、5 倍の先頭及

び末尾ﾏｰｼﾞﾝが必要とされます。 
 

 

GS1 Databar – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 0 
ほとんどの規格内ｺｰﾄﾞを読み取るのに十分な読取精度を確保

できます。 
 

 

GS1 Databar – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 1 
適切な読取速度を保ちながら、ほとんどの読み取りﾐｽを除去し

ます。 
■ 

 

GS1 Databar – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 2 
ﾚﾍﾞﾙ 1 でﾐｽを除去できない場合に適用します。 

 

 

GS1 Databar – ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 3 
ﾚﾍﾞﾙ 2 でﾐｽを除去できない場合に適用する最上位のｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞ

ﾙです。 
 

 

N 0 2 D 8 0 1

N 0 2 D 8 0 2

N 0 2 D 8 0 3

N 0 2 D 8 0 4

N 0 6 A A 0 0

N 0 6 A A 0 1

N 0 6 A A 0 2

N 0 6 A A 0 3
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6.12. 1D ｺｰﾄﾞ読み取りの特殊設定 
反転 1D ｺｰﾄﾞの読み取り 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
標準ｺｰﾄﾞのみを読み取りする ■ 

 
反転ｺｰﾄﾞのみを読み取りする  

 
標準と反転ｺｰﾄﾞを自動識別して両方読み取りする  

 
 

ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰﾚﾍﾞﾙ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰﾚﾍﾞﾙ 1 
下記のｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを 2 回読み取る必要があります。 
･ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 8 桁以下 
･MSI 4 桁以下 
･DTF 8 桁以下 
･ITF 8 桁以下 

■ 

 

ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰﾚﾍﾞﾙ 2 
全てのｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを 2 回読み取る必要があります。 

 

 

ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰﾚﾍﾞﾙ 3 
下記のｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを 3 回読み取る必要があります。それ以外のｺ

ｰﾄﾞﾀｲﾌﾟは 2 回です。 
･ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 8 桁以下 
･MSI 4 桁以下 
･DTF 8 桁以下 
･ITF 8 桁以下 

 

 

ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰﾚﾍﾞﾙ 4 
全てのｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを 3 回読み取る必要があります。 

 

 
 

ｷｬﾗｸﾀ間ｷﾞｬｯﾌﾟｻｲｽﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
通常のｷｬﾗｸﾀ間ｷﾞｬｯﾌﾟｻｲｽﾞ ■ 

 
大きいｷｬﾗｸﾀ間ｷﾞｬｯﾌﾟｻｲｽﾞ  

 
  

N 0 2 4 A 0 0

N 0 2 4 A 0 1

N 0 2 4 A 0 2

2 0 5 1 5 0 1

2 0 5 1 5 0 2

2 0 5 1 5 0 3

2 0 5 1 5 0 4

2 0 5 2 B 0 6

2 0 5 2 B 0 A
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ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 
ｺｰﾄﾞ 128, UPC/EAN/JAN, ｺｰﾄﾞ 93 を含むﾃﾞﾙﾀﾊﾞｰｺｰﾄﾞに対して、4 種類のｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙを設定できます。ｺｰﾄﾞの品

質が低い場合は、より高いｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙが必要になります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 0 
ほとんどの規格内ｺｰﾄﾞを読み取るのに十分な読取精度を確保

できます。 
 

 

ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 1 
適切な読取速度を保ちながら、ほとんどの読み取りﾐｽを除去し

ます。 
■ 

 

ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 2 
ﾚﾍﾞﾙ 1 でﾐｽを除去できない場合に適用します。 

 

 

ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 3 
ﾚﾍﾞﾙ 2 でﾐｽを除去できない場合に適用する最上位のｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞ

ﾙです。 
 

 
 

1D ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙ 
縮小ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝによって有効になるｼﾝﾎﾞﾙ体系に適用されます。ﾚﾍﾞﾙを高くすると、読取時間が長くなり、読取ﾐｽ

の可能性が高くなるので、高いｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙが必要なｼﾝﾎﾞﾙ体系のみに有効にして、その他のｼﾝﾎﾞﾙ体系では、無

効にすることをお勧めします。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

1D ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙ 0 
ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝについて、通常通りに動作します。 

 

 

1D ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙ 1 
ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝについて、より厳格に動作します。 

■ 

 

1D ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙ 2 
読み取るｺｰﾄﾞの末尾にｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを必要とします。 

 

 

1D ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙ 3 
ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ又はｺｰﾄﾞの終わりに関する全てを読み取ります。 

 

 
  

2 0 5 1 1 0 0

2 0 5 1 1 0 1

2 0 5 1 1 0 2

2 0 5 1 1 0 3

N 0 5 0 8 0 0

N 0 5 0 8 0 1

N 0 5 0 8 0 2

N 0 5 0 8 0 3
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7. Composite ｺｰﾄﾞ読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
7.1. Composite CC-C 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
CC-C を有効にする  

 
CC-C を無効にする ■ 

 
 

7.2. Composite CC-A/B 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
CC-A/B を有効にする  

 
CC-A/B を無効にする ■ 

 
 

7.3. Composite TLC39 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
TLC39 を有効にする  

 
TLC39 を無効にする ■ 

 
 

7.4. Composite 反転 
この機能は、Databar と CC-A/B を組む合わせた反転 Composite のみをｻﾎﾟｰﾄします。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
標準のみ  

 
反転のみ ■ 

 
 
  

1 0 0 0 4 0 1

1 0 0 0 4 0 0

1 0 0 0 4 1 1

1 0 0 0 4 1 0

1 0 0 0 4 2 1

1 0 0 0 4 2 0

N 0 4 5 9 0 0

N 0 4 5 9 0 1
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7.5. UPC Composite ﾓｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

UPC をﾘﾝｸしない 
2D ｼﾝﾎﾞﾙが検出されたかどうかに関係なく、UPC ｺｰﾄﾞを転送し

ます。 
 

 

UPC を常にﾘﾝｸする 
UPC ｺｰﾄﾞと 2D ｺｰﾄﾞをｾｯﾄにして転送します。2D ｺｰﾄﾞが存在し

ない場合は、ｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを転送しません。 
 

 

UPC Composite を自動識別する 
2D ｺｰﾄﾞが存在する場合は、UPC ｺｰﾄﾞと 2D ｺｰﾄﾞをｾｯﾄにして転

送し、存在しない場合は、UPC ｺｰﾄﾞのみを転送します。 
■ 

 
 

7.6. Composite ﾋﾞｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
両方読み取り後、1 回ﾋﾞｰﾌﾟを鳴らす  

 
ｺｰﾄﾞを読み取るごとに、ﾋﾞｰﾌﾟを鳴らす ■ 

 
両方読み取り後、2 回ﾋﾞｰﾌﾟを鳴らす  

 
 

7.7. UCC/EAN Composite の GS-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞを有効にする  

 

GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞを無効にする ■ 

 
  

2 0 1 1 6 0 0

2 0 1 1 6 0 1

2 0 1 1 6 0 2

2 0 5 0 F 0 0

2 0 5 0 F 0 1

2 0 5 0 F 0 2

N 0 1 A B 1

N 0 1 A B 0
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8. 2D ｺｰﾄﾞ読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
8.1. PDF417 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
PDF417 を有効にする ■ 

 
PDF417 を無効にする  

 
 

8.2. MicroPDF417 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
PDF417 を有効にする  

 
PDF417 を無効にする ■ 

 
ｺｰﾄﾞ 128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝを有効にする  

 
ｺｰﾄﾞ 128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝを無効にする ■ 

 
 

8.3. Maxicode 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

Maxicode を有効にする  

 

Maxicode を無効にする ■ 

 
 
 

  

1 0 0 0 1 6 1

1 0 0 0 1 6 0

1 0 0 0 3 4 1

1 0 0 0 3 4 0

1 0 M 0 1 7 1

1 0 M 0 1 7 0

N 0 1 2 6 1

N 0 1 2 6 0
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8.4. Data Matrix 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

Data Matrix を有効にする ■ 

 

Data Matrix を無効にする  

 

GS1 Data Matrix を有効にする  

 

GS1 Data Matrix を無効にする ■ 

 
 

Data Matrix 反転読み取り 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
標準のみ  

 
反転のみ  

 
自動識別 ■ 

 
 

Data Matrix ﾐﾗｰｲﾒｰｼﾞ読み取り 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
読み取らない  

 
常時読み取る  

 
自動識別 ■ 

  

N 0 1 2 4 1

N 0 1 2 4 0

N 0 5 3 8 1

N 0 5 3 8 0

N 0 2 4 C 0 0

N 0 2 4 C 0 1

N 0 2 4 C 0 2

N 0 2 1 9 0 0

N 0 2 1 9 0 1

N 0 2 1 9 0 2
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8.5. QR ｺｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

QR ｺｰﾄﾞを有効にする ■ 

 

QR ｺｰﾄﾞを無効にする  

 

GS1 QR ｺｰﾄﾞを有効にする  

 

GS1 QR ｺｰﾄﾞを無効にする ■ 

 

MicroQR ｺｰﾄﾞを有効にする ■ 

 

MicroQR ｺｰﾄﾞを無効にする  

 
 

8.5. Aztec 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

Aztec を有効にする ■ 

 

Aztec を無効にする  

 
 

Aztec 反転読み取り 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
標準のみ  

 
反転のみ  

 
自動識別 ■ 

  

N 0 1 2 5 1

N 0 1 2 5 0

N 0 5 3 F 1

N 0 5 3 F 0

N 0 2 3 D 1

N 0 2 3 D 0

N 0 2 3 E 1

N 0 2 3 E 0

N 0 2 4 D 0 0

N 0 2 4 D 0 1

N 0 2 4 D 0 2
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9. 郵便ｺｰﾄﾞ読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
9.1. US Postnet 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
US Postnet を有効にする  

 
US Postnet を無効にする ■ 

 
 

9.2. US Planet 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
US Planet を有効にする  

 
US Planet を無効にする ■ 

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送する ■ 

 
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄを転送しない  

 
 

9.3. 日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ) 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

日本郵便ｺｰﾄﾞを有効にする  

 

日本郵便ｺｰﾄﾞを無効にする ■ 

 
 

  

1 0 0 0 2 6 1

1 0 0 0 2 6 0

1 0 0 0 2 7 1

1 0 0 0 2 7 0

1 0 2 0 2 5 1

1 0 2 0 2 5 0

N 0 1 2 2 1

N 0 1 2 2 0
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10. ｺｰﾄﾞ ID 送信 
ｺｰﾄﾞ ID は、下記のように、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽとﾃﾞｰﾀの間に送信されます。 
 

<ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ><ｺｰﾄﾞ ID><ﾃﾞｰﾀ><ｻﾌｨｯｸｽ 1><ｻﾌｨｯｸｽ 2> 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

既定ｺｰﾄﾞ ID を送信する  

 
AIM ｺｰﾄﾞ ID を送信する  

 
ｺｰﾄﾞ ID を送信しない ■ 

 
 

既定ｺｰﾄﾞ ID表 

ｺｰﾄﾞ ID ｷｬﾗｸﾀ ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ ｺｰﾄﾞ ID ｷｬﾗｸﾀ ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 
A UPC/EAN/JAN B ｺｰﾄﾞ 39, ｺｰﾄﾞ 32 
C ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ D ｺｰﾄﾞ 128 
E ｺｰﾄﾞ 93 F ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 
G ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ 2 ｵﾌﾞ 5(IATA) H ｺｰﾄﾞ 11 
J MSI K GS1-128 
L Bookland EAN M Trioptic 39 
N Coupon Code R GS1 Databar 
T UCC Composite, TLC39 X PDF417, MacroPDF417, MicroPDF417 

P00 Data Matrix P01 QR ｺｰﾄﾞ 
P02 Maxicode P03 US Postnet 
P04 US Planet P05 日本郵便ｺｰﾄﾞ 
P06 UK Postal P08 Dutch Postal 
P09 Australian Postal   

 
  

2 0 5 1 7 0 2

2 0 5 1 7 0 1

2 0 5 1 7 0 0
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AIM ｺｰﾄﾞ ID表 

ｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 
AIM ｺｰﾄﾞ ID 
ID ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ(m) 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) ]Fm 0-1 

ｺｰﾄﾞ 11 ]H3  

ｺｰﾄﾞ 128 ]Cm 0,1,2,4 

ｺｰﾄﾞ 32 Pharmaceutical(PARAF) ]X0  

ｺｰﾄﾞ 39(ｻﾎﾟｰﾄ ﾌﾙｱｽｷｰﾓｰﾄﾞ) ]Am 0,1,3,4,5,7 

TLC39(TCIF Liked ｺｰﾄﾞ 39) ]L2  

ｺｰﾄﾞ 93(93i) ]Gm 0-9､A-Z,a-m 
EAN/JAN ]Em 0,1,3,4 
  EAN-13(Bookland EAN 含む) ]E0  

  EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  

  EAN-13 拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  
  EAN-8 ]E4  
  EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  
GS1   
  GS1 Databar ]em 0 
  GS1 Databar Limited ]em  
  GS1 Databar Expanded ]em  
  GS1-128 ]C1  
2 ｵﾌﾞ 5   

  China Post(Hong Kong 2 ｵﾌﾞ 5) ]X0  

  ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 ]Im 0,1,3 

  ﾏﾄﾘｸｽ 2 ｵﾌﾞ 5 ]X0  

  NEC 2 ｵﾌﾞ 5 ]X0  

  ｽﾄﾚｰﾄ 2 ｵﾌﾞ 5 IATA ]Rm 0,1,3 

  ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2 ｵﾌﾞ 5 ]S0  
MSI ]Mm  
Telepen ]Bm  
UPC  0､1,2,3,8,9､A,B,C 
  UPC-A ]E0  
  UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  

  UPC-A 拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  
  UPC-E ]E0  
UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  

  UPC-E1 ]X0  
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11. ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻｯﾌｨｸｽ 
｢補足 B. ｷｬﾗｸﾀ/ｷｰｽﾄﾛｰｸ対応表｣を参照して、任意のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ及びｻﾌｨｯｸｽを設定します。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で設定したいｷｬﾗｸﾀ又はｷｰｽﾄﾛ

ｰｸに対応する 4 桁の値をｽｷｬﾝします。例えば、ｷｰｽﾄﾛｰｸ｢F1｣を
設定する場合は、｢5｣｢0｣｢0｣｢1｣をｽｷｬﾝします。 

 

 

ｻﾌｨｯｸｽ 1 設定 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で設定したいｷｬﾗｸﾀ又はｷｰｽﾄﾛ

ｰｸに対応する 4 桁の値をｽｷｬﾝします。例えば、ｷｰｽﾄﾛｰｸ｢Enter｣
を設定する場合は、｢6｣｢0｣｢5｣｢8｣をｽｷｬﾝします。 

Enter 
Or CR 

 

ｻﾌｨｯｸｽ 2 設定 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で設定したいｷｬﾗｸﾀ又はｷｰｽﾄﾛ

ｰｸに対応する 4 桁の値をｽｷｬﾝします。例えば、ｷｰｽﾄﾛｰｸ｢$｣を
設定する場合は、｢1｣｢0｣｢3｣｢6｣をｽｷｬﾝします。 

 

 
 

11.1. ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

<ﾃﾞｰﾀ> 
ﾃﾞｰﾀのみ送信、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽは送信しません。 

 

 
<ﾃﾞｰﾀ><ｻﾌｨｯｸｽ 1> ■ 

 
<ﾃﾞｰﾀ><ｻﾌｨｯｸｽ 2>  

 
<ﾃﾞｰﾀ><ｻﾌｨｯｸｽ 1><ｻﾌｨｯｸｽ 2>  

 
<ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ><ﾃﾞｰﾀ>  

 
<ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ><ﾃﾞｰﾀ><ｻﾌｨｯｸｽ 1>  

 
<ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ><ﾃﾞｰﾀ><ｻﾌｨｯｸｽ 2>  

 
<ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ><ﾃﾞｰﾀ><ｻﾌｨｯｸｽ 1><ｻﾌｨｯｸｽ 2>  

 

  

5 0 C 0 1 0 7

5 0 C 0 0 0 6

5 0 C 0 2 0 8

2 0 C 1 0 0 0

2 0 C 1 0 0 1

2 0 C 1 0 0 2

2 0 C 1 0 0 3

2 0 C 1 0 0 4

2 0 C 1 0 0 5

2 0 C 1 0 0 6

2 0 C 1 0 0 7
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12. FN1 代替ｷｬﾗｸﾀ 
｢補足 B. ｷｬﾗｸﾀ/ｷｰｽﾄﾛｰｸ対応表｣を参照して、任意の FN1 代替ｷｬﾗｸﾀを設定します。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

FN1 代替ｷｬﾗｸﾀ設定 
続けて、｢補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣で設定したいｷｬﾗｸﾀ又はｷｰｽﾄﾛ

ｰｸに対応する 4 桁の値をｽｷｬﾝします。例えば、ｷｰｽﾄﾛｰｸ｢$｣を
設定する場合は、｢1｣｢0｣｢3｣｢6｣をｽｷｬﾝします。 

Enter 
(7013) 

 
 

13. ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ﾉｰﾘｰﾄﾞ(NR)を送信する  

 
ﾉｰﾘｰﾄﾞ(NR)を送信しない ■ 

 
  

5 0 C 0 5 0 B

1 0 2 0 1 0 1

1 0 2 0 1 0 0
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14. Bluetooth 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
Bluetooth 全ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ  

 
 

14.1. ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 
SPP ﾏｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 1(専用ｸﾚｰﾄﾞﾙ) 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

SPP ﾏｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 
左記ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすることで、SPP ﾏｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 1に設定で

きます。続けて、ｸﾚｰﾄﾞﾙ裏面の MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝしま

す。MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾘｰﾀﾞは、緑色 LED 一回

点滅とｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 3 回を鳴動します。接続が確立すると、ﾘｰﾀﾞ

はﾋﾟﾛﾛﾛｰとﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、青色 LED をｽﾛｰ点滅させ、ｸﾚｰﾄﾞﾙ

の LED が青色常時点灯します。接続の確立には、10 秒程度要

します。 
 

MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞ例 

 
 

■ 

 
 

SPP ﾏｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 2(専用ｸﾚｰﾄﾞﾙ以外、市販ﾄﾞﾝｸﾞﾙなど) 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

SPP ﾏｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 2 
左記ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすることで、SPP ﾏｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 2に設定で

きます。続けて、接続したいﾃﾞﾊﾞｲｽの MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬ

ﾝします。 
 
MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞの作成方法 
接続したい MAC ｱﾄﾞﾚｽの前に｢%+$｣付加して、ｺｰﾄﾞ 39でｴﾝｺｰﾄﾞ

します。 
 

MAC ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰｺｰﾄﾞ例 

 
 

 

 
 

  

* % + $ 0 0 0 C $ *

* % A 1 J 3 *

* % + $ 0 0 1 C 9 7 1 5 A D 2 E *

* % A 1 J 4 *

* % + $ 0 0 1 C 9 7 1 5 A D 2 E *
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SPP ｽﾚｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

SPP ｽﾚｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ 
左記ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすることで、SPP ｽﾚｰﾌﾞﾓｰﾄﾞに設定で

きます。ﾏｽﾀｰﾃﾞﾊﾞｲｽで検索して、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行ってください。

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの PIN ｺｰﾄﾞは、｢000000｣です。接続が確立すると、

ﾘｰﾀﾞはﾋﾟﾛﾛﾛｰとﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、青色 LED をｽﾛｰ点滅させます。 

 

 
HID ﾓｰﾄﾞ 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

HID ﾓｰﾄﾞ 
左記ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすることで、HID ﾓｰﾄﾞに設定できま

す。ﾏｽﾀｰﾃﾞﾊﾞｲｽで検索して、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行ってください。PIN ｺ

ｰﾄﾞ入力が必要な場合は、次頁の｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣を使って、

PIN ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。接続が確立すると、ﾘｰﾀﾞはﾋﾟﾛﾛﾛｰとﾋﾞ

ｰﾌﾟを鳴動し、青色 LED をｽﾛｰ点滅させます。 

 

 
 

PIN ｺｰﾄﾞの設定 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

開始 

 
確定 

 

PIN ｺｰﾄﾞの設定 
左の開始ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて、次頁の｢英数字

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣で最大 6 桁の PIN ｺｰﾄﾞｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ｺﾏﾝﾄﾞ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。例えば、123ABC に設定したい場合は、

｢開始｣｢1｣｢2｣｢3｣｢A｣｢B｣｢C｣｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。 

000000 

 
  

* % A 1 J 2 *

* % A 1 J 0 *

* % + $ 0 0 0 F $ *

* % + $ 0 0 0 G $ *
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英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

0 

 
 

1 

2 

 
 

3 

4 

 
 

5 

6 

 
 

7 

8 

 
 

9 

A 

 
 

B 

C 

 
 

D 

E 

 
 

F 

G 

 
 

H 

I 

 
 

J 

K 

 
 

L 

M 

 
 

N 

O 

 
 

P 

Q 

 
 

R 

S 

 
 

T 

U 

 
 

V 

W 

 
 

X 

Y 

 
 

Z 

 

  

* 3 0 *
* 3 1 *

* 3 2 *
* 3 3 *

* 3 4 *
* 3 5 *

* 3 6 *
* 3 7 *

* 3 8 *
* 3 9 *

* 4 1 *
* 4 2 *

* 4 3 *
* 4 4 *

* 4 5 *
* 4 6 *

* 4 7 *
* 4 8 *

* 4 9 *
* 4 A *

* 4 B *
* 4 C *

* 4 D *
* 4 E *

* 4 F *
* 5 0 *

* 5 1 *
* 5 2 *

* 5 3 *
* 5 4 *

* 5 5 *
* 5 6 *

* 5 7 *
* 5 8 *

* 5 9 *
* 5 A *
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14.2. ｸﾚｰﾄﾞﾙ ID 表示 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
有効にする ■ 

 
無効にする  

 
 

14.3. 自動再接続 
HID ﾓｰﾄﾞで有効な機能で、通信圏外から復帰すると、自動的に再接続を行います。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
有効にする ■ 

 
無効にする  

 
 

14.4. 通信圏外ﾒﾓﾘ機能 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

有効にする 
通信圏外の場合、読取ﾃﾞｰﾀをﾒﾓﾘに保存し、通信圏内に復帰す

ると、ﾒﾓﾘ内のﾃﾞｰﾀを送信し、ﾒﾓﾘをｸﾘｱします。 
■ 

 

無効にする 
通信圏外で読み取ったﾃﾞｰﾀは、ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、破棄します。 

 

 

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀをﾄﾘｶﾞｷｰで送信する 
通信圏内に復帰した後、ﾄﾘｶﾞｷｰを押下で、ﾒﾓﾘ内のﾃﾞｰﾀを送信

します。 
■ 

 

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀを自動送信する 
通信圏内に復帰した後、ﾒﾓﾘ内のﾃﾞｰﾀを自動的に送信します。 

 

 
 

14.5. iOS ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞ表示切替 
ﾄﾘｶﾞｷｰのﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸでｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞの表示/非表示を切り替えることができます。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
有効にする ■ 

 
無効にする  

 
 

  

* % A 2 8 0 *

* % A 2 8 1 *

* % A 1 8 8 *

* % A 1 8 0 *

* % A 1 4 4 *

* % A 1 4 0 *

* % A 4 K 0 *

* % A 4 K 4 *

* % A 4 O 8 *

* % A 4 O 0 *
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14.6. ｽﾘ-ﾌﾟﾓｰﾄﾞ 
指定時間操作が行われないと、ﾘｰﾀﾞはｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞに移行し、ﾄﾘｶﾞｷｰを押すと、復帰します。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
1 分  

 
10 分  

 
無し ■ 

 
 

14.7. ﾒﾓﾘﾓｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
ﾒﾓﾘﾓｰﾄﾞ ON にする  

 
ﾒﾓﾘﾓｰﾄﾞ OFF にする ■ 

 
 

以下のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞは、ｼﾝｸﾞﾙｽｷｬﾝで動作します。｢設定開始｣「設定終了」は必要ありません。 
 

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀを送信(ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀはｸﾘｱされません) 

 
 
 
 

最後のﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀを削除 

 
 
 
 

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀをｸﾘｱ 

 
 
 

14.8. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 

ﾘｰﾀﾞﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

 

ｸﾚｰﾄﾞﾙﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

 

ﾘｰﾀﾞ MAC ｱﾄﾞﾚｽ 

 

ｸﾚｰﾄﾞﾙ MAC ｱﾄﾞﾚｽ 

 

  

* % A 2 7 2 *

* % A 2 7 3 *

* % A 2 7 0 *

* % A 1 O 8 *

* % A 1 O 0 *

* % + $ 0 0 0 H $ *

* % + $ 0 0 0 O $ *

* % + $ 0 0 0 I $ *

* % + $ 0 0 0 K $ * * % + $ 0 0 0 Y $ *

* % + $ 0 0 0 L $ * * % + $ 0 0 1 P $ *



Super economy series 
Configuration guide for 2D reader 

pg. 56 
Copyright © 2017 

15. ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ液晶読み取り 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 
有効にする ■ 

 
無効にする  

 

  

N 0 2 C C 0 3

N 0 2 C C 0 0
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補足 A. 数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

0 

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

ｷｬﾝｾﾙ 

 

 
  

A 0 A 1

A 2 A 3

A 4 A 5

A 6 A 7

A 8 A 9

A -
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補足 B. ｷｬﾗｸﾀ/ｷｰｽﾄﾛｰｸ対応表 
値 ｷｬﾗｸﾀ/ｷｰｽﾄﾛｰｸ 値 ｷｬﾗｸﾀ/ｷｰｽﾄﾛｰｸ 値 ｷｬﾗｸﾀ/ｷｰｽﾄﾛｰｸ 
1000 CTRL+2 1073 I 2083 ALT+S 
1001 CTRL+A 1074 J 2084 ALT+T 
1002 CTRL+B 1075 K 2085 ALT+U 
1003 CTRL+C 1076 L 2086 ALT+V 
1004 CTRL+D 1077 M 2087 ALT+W 
1005 CTRL+E 1078 N 2088 ALT+X 
1006 CTRL+F 1079 O 2089 ALT+Y 
1007 CTRL+G 1080 P 2090 ALT+Z 
1008 CTRL+H 1081 Q 3000 右 CTRL 
1009 CTRL+I(TAB) 1082 R 3048 GUI+0 
1010 CTRL+J(LF) 1083 S 3049 GUI+1 
1011 CTRL+K 1084 T 3050 GUI+2 
1012 CTRL+L 1085 U 3051 GUI+3 
1013 CTRL+M(CR/Enter) 1086 V 3052 GUI+4 
1014 CTRL+N 1087 W 3053 GUI+5 
1015 CTRL+O 1088 X 3054 GUI+6 
1016 CTRL+P 1089 Y 3055 GUI+7 
1017 CTRL+Q 1090 Z 3056 GUI+8 
1018 CTRL+R 1091 [ 3057 GUI+9 
1019 CTRL+S 1092 ¥ 3065 GUI+A 
1020 CTRL+T 1093 ] 3066 GUI+B 
1021 CTRL+U 1094 ^ 3067 GUI+C 
1022 CTRL+V 1095 - 3068 GUI+D 
1023 CTRL+W 1096 ` 3069 GUI+E 
1024 CTRL+X 1097 a 3070 GUI+F 
1025 CTRL+Y 1098 b 3071 GUI+G 
1026 CTRL+Z 1099 c 3072 GUI+H 
1027 CTRL+[ 1100 d 3073 GUI+I 
1028 CTRL+¥ 1101 e 3074 GUI+J 
1029 CTRL+] 1102 f 3075 GUI+K 
1030 CTRL+6 1103 g 3076 GUI+L 
1031 CTRL 1104 h 3077 GUI+M 
1032 Space 1105 i 3078 GUI+N 
1033 ! 1106 j 3079 GUI+O 
1034 “ 1107 k 3080 GUI+P 
1035 # 1108 l 3081 GUI+Q 
1036 $ 1109 m 3082 GUI+R 
1037 % 1110 n 3083 GUI+S 
1038 & 1111 o 3084 GUI+T 
1039 ‘ 1112 p 3085 GUI+U 
1040 ( 1113 q 3086 GUI+V 
1041 ) 1114 r 3087 GUI+W 
1042 * 1115 s 3088 GUI+X 
1043 + 1116 t 3089 GUI+Y 
1044 , 1117 u 3090 GUI+Z 
1045 - 1118 v   
1046 . 1119 w   
1047 / 1120 x   
1048 0 1121 y   
1049 1 1122 z   
1050 2 1123 {   
1051 3 1124 |   
1052 4 1125 }   
1053 5 1126 ~   
1054 6 2064 ALT+2   
1055 7 2065 ALT+A   
1056 8 2066 ALT+B   
1057 9 2067 ALT+C   
1058 : 2068 ALT+D   
1059 ; 2069 ALT+E   
1060 < 2070 ALT+F   
1061 = 2071 ALT+G   
1062 > 2072 ALT+H   
1063 ? 2073 ALT+I   
1064 @ 2074 ALT+J   
1065 A 2075 ALT+K   
1066 B 2076 ALT+L   
1067 C 2077 ALT+M   
1068 D 2078 ALT+N   
1069 E 2079 ALT+O   
1070 F 2080 ALT+P   
1071 G 2081 ALT+Q   
1072 H 2082 ALT+R   

GUI = Apple Key  



Super economy series 
Configuration guide for 2D reader 

pg. 59 
Copyright © 2017 

 
 
4001 PF1 6042 *(ﾃﾝｷｰ) 7001 Break 
4002 PF2 6043 +(ﾃﾝｷｰ) 7002 Delete 
4003 PF3 6044 未定義 7003 Page Up 
4004 PF4 6045 -(ﾃﾝｷｰ) 7004 End 
4005 PF5 6046 .(ﾃﾝｷｰ) 7005 Page Down 
4006 PF6 6047 /(ﾃﾝｷｰ) 7006 Pause 
4007 PF7 6048 0(ﾃﾝｷｰ) 7007 Scroll Lock 
4008 PF8 6049 1(ﾃﾝｷｰ) 7008 Back Space 
4009 PF9 6050 2(ﾃﾝｷｰ) 7009 Tab 
4010 PF10 6051 3(ﾃﾝｷｰ) 7010 Print Screen 
4011 PF11 6052 4(ﾃﾝｷｰ) 7011 Insert 
4012 PF12 6053 5(ﾃﾝｷｰ) 7012 Home 
4013 PF13 6054 6(ﾃﾝｷｰ) 7013 Enter 
4014 PF14 6055 7(ﾃﾝｷｰ) 7014 Escape 
4015 PF15 6056 8(ﾃﾝｷｰ) 7015 ↑ 
4016 PF16 6057 9(ﾃﾝｷｰ) 7016 ↓ 
5001 F1 6058 Enter(ﾃﾝｷｰ) 7017 ← 
5002 F2 6059 Num Lock(ﾃﾝｷｰ) 7018 → 
5003 F3     
5004 F4     
5005 F5     
5006 F6     
5007 F7     
5008 F8     
5009 F9     
5010 F10     
5011 F11     
5012 F12     
5013 F13     
5014 F14     
5015 F15     
5016 F16     
5017 F17     
5018 F18     
5019 F19     
5020 F20     
5021 F21     
5022 F22     
5023 F23     
5024 F24     
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補足 C. ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 

ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0 NULL DLE SP 0 @ P ` p 
1 SOH DC1 ! 1 A Q a q 
2 STX DC2 “ 2 B R b r 
3 ETX DC3 # 3 C S c s 
4 EOT DC4 $ 4 D T d t 
5 ENQ NAK % 5 E U e u 
6 ACK SYN & 6 F V f v 
7 BEL ETB ‘ 7 G W g w 
8 BS CAN ( 8 H X h x 
9 HT EM ) 9 I Y I y 
A LF SUM * : J Z j z 
B VT ESC + ; K [ k { 
C FF FS , < L ¥ l | 
D CR GS - = M ] m } 
E SO RS . > N ^ n ~ 
F SI US / ? O _ o  
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補足 D. ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
 
 

ｺｰﾄﾞ 39 

 
 
 
 

JAN-13 

 
 
 
 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5(ITF) 

 
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 128 

 
 
 
 
 

GS1-128 

(01)97847973029746(10)4000(15)080918  
 
 
 

GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ 

(01)97847973029746(10)4000(15)080918 

* C O D E  3 O F 9 *

3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

C o d e  1 2 8  B a r c o d e
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販売店へご返送ください。尚、修理は

全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 

弊社での修理は、ユニット（モジュール）単位の動作不良報告及び交換を行っています。故障原因調査・解析の報

告は行っておりませんの、予め、ご了承ください。 

 

修理依頼書 

依頼日  

会社名  

部署名  

担当者  

メールアドレス  

電話番号  ＦＡＸ番号  

ご住所 

 

 

 

販売店名  ご購入日  

製品型番 (名称)  

製造番号 (S/N)  

付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 

トラブルの症状を詳しく記入してください。 

また、症状を確認するために必要なバーコードラベルや磁気カード等があれば、修理品に添付してお送り

ください。 

 

 

 

 

症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1日に [    ]回程度 

インターフェイス ： □ キーボード □ RS232C □ USB 

  □ その他 [                                  ] 

接続ホスト ： メーカー [                                  ] 

   型番 [                                  ] 

その他、使用状況を記入ください。 

 

 

 

 

 

 

返送先 

 

 

 

 

見積・請求先 

 

 

 

 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセルされた場合に限り、見積料として弊社

所定の料金を申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、修理品に添付してご返送く

ださい。 

ご確認印 
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